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第 2 章では，フッ化テトラブチノレアンモニウム触媒またはフッ化セシウム触媒存在下2 あるいはカリウ










第 4 章では，第 2 章，第 3 章で検討したシリノレメチルアゾール類とカノレボニル化合物との反応を経口用
抗真菌剤の合成iζ応用し，乙の反応が有機合成上有用である乙とを明らかにしている。
第 5 章では， フッ化テトラプチルアンモニウム触媒存在下， Nー((卜リメチルシリノレ)メチル〕アジノ

















(2) N-Cα 位にトリメチルシリノレ基をもっアゾール類またはアジノン類からの N ー Cα アニオン種の発
生，c::，フッ化テトラプチノレアンモニウムまたはフッ化セシウムが触媒となる乙とを明らかにし，親電子
剤としてカノレボニル化合物またはイミン類を反応させるととにより， 1 ーアゾリノレーまたは 1 ーアジノ
ニルメチルアニオンに ζ れらの親電子種の付加した化合物が合成できるととを明らかにしている。
(3) 含窒素複素環化合物の N ー Ca 位にケイ素置換基を有するアニオンの発生は，ケイ素によるアニオン
安定化効果のため極めて容易であり，とのアニオンとカノレボニノレ化合物の反応では peterson 型反応に
より，窒素原子上にビ、ニル基が導入できるととを明らかにしている。
(4) 上記(2)の方法を応用して既知のアソーーノレ系経口用抗真菌剤の簡便な合成ルートを確立すると共，c::，さ
らに多くの新規抗真菌活性化合物の合成に成功している。
以上のように本論文は含窒素芳香族複素環化合物の効率的合成法を確立し，それに基づいてアゾール系
経口用抗真菌剤の簡便な合成法を創出したもので，有機合成化学の発展に寄与するととろが大きい。よっ
て本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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